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Abstract 

A spectral subtraction technique is carried out in which noise is estimated for non-speech duration and the 

estimated noise spectrum is subtracted from the noisy speech spectrum for speech duration. 
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1．研究の目的  

 本研究は、雑音下で発話された音声に対して、

雑音を除去し、音声のみを抽出して、クリアな音

声を提供することを目的とする。 

 

図１ シミュレーション結果 
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2．結果 

 MATLAB プログラムを用いて、雑音除去を行

った結果を、図１に示す。 

図中、上段左側は雑音と目的音の混入音、下段

左側は計算により得られた目的音、上段右側は混

入音のスペクトログラム、下段右側は目的音のス

ペクトログラムである。 

 それぞれを比較すると、広帯域性を有する雑音

が効果的に除去されていることが判る。 
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